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　　人國の動き

一纏潟欄貌嚢一

男4，箔聡5鮮鑓
安4，8躍饗瞬21
計9，582｛一131
世帯数建艘308（一輔

　　の離月難較

白倉小学校の

畜昼イ孝み

　　　　拝兇

　12月2日に白倉小学校へおじゃ

ましました。昼休み時間の体育館

では、児童たちが元気に縄跳びを

やっていました。

　もうすぐ深い雪に覆われますが、

寒さなんかにゃ負けていられませ

ん。　（白倉小の児童は24人です）

　主な内容
〉道路除雪計画………「2〕「3〕

〉合併30周年記念事業

テーマを募集……………「4〕

〉太田義雄さん県知事

表彰を受賞………………〔5〕

，〉飲酒運転の防止…………「6〕

　〉町史の窓……………・…・・〔7〕

i［＞ひろば………………〔8〕「9〕
i　D＞’1青幸侵・・・・・・・・・…　一・・・・・・…　一・・　〔10〕

i〉町内さんぽ………………臼1〕

　〉戸籍の窓から……………「12〕

12月の休日救急医

15日

22日

29日

30日

31日

1日

2日

3日

5日

12日

第二藤巻医院（上

中条病院（中
山口　医院（袋
第二藤巻医院（上

野）

条）

町）

野）

至誠堂医院（西浦町）

1月上句の予定

大島医院（川原町〉
千手診療所
富田医院（神明町）
山口医院（下条）
池田医院（本町西）
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出番を待つ除雪機械

実
施
に
は
皆
さ
滋
め
協
力
が
必
要

　
十
一
月
十
五
日
に
三
セ
ン
チ
の
初
雪
を
観
測
し
、
そ
の
後
数
回
の
降
雪

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
消
え
、
十
二
月
の
上
旬
は
ま
ず
ま

ず
の
天
候
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
空
模
様
が
気
に

な
り
ま
す
。

　
道
路
除
雪
協
力
会
の
総
会
が
先
月
三
十
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
協
力
会
の
役
員
、
協
力
員
、
そ
れ
に
警
察
、
土
木
事

務
所
、
役
場
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、
こ
の
冬
の
道
路
除
雪
計
画
に
つ

い
て
綿
密
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
雪
は
、
町
内
一
円
に
同
時
に
降
り
ま
す
。
町
で
は
除
雪
機
械
の
充
実
を

図
っ
て
こ
れ
に
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の
確
保
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、
手
を
取
り
合
っ
て
冬

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

除
雪
路
線
は

　
　
　
駐
車
禁
止
で
す

　
除
雪
作
業
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

除
雪
路
線
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。

除
雪
作
業
の
際
、
違
法
駐
車
が
物
損

事
故
に
つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
補
償

を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
上
へ
の

　
　
　
　
雪
捨
て
も
禁
止

　
新
潟
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
で
、

道
路
上
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
下
ろ
し
な
ど
で

や
む
を
得
ず
道
路
に
雪
を
落
と
し
た

場
合
は
、
道
の
端
に
積
み
上
げ
る
な

ど
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
、
天
候
が
回
復
し
だ
い
か
た
づ
け

て
く
だ
さ
い
。

通
学
道
路
の

　
　
　
　
確
保
に
協
力
を

　
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
児
童
・

生
徒
な
ど
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
、
そ
こ
に
面
し
た
お
宅
の
方
か
ら

特
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

雪計画国県道

新潟県除雪計画
実　施 区　間

除雪区分 路　　線　　名
起　．点 終　点

第1種
2車線以上の 日　2　5　2号線 栄　　橋 上野十字路

幅員確保を原
則

㊤小千谷・十日町・津
南線

十日町市界 上野十字路

第2種
2車線以上の 目　2　5　2号線 上野十字路 高柳町界
幅員確保を原
則、状況によ
っては1車線

㊧小千谷・十日町・津
南線

上野十字路 小千谷市界

日　4　0　4号線 大　　　倉 小　　　脇

第3種
1車線確保を 日　4　0　4号線 小白倉 大白倉
原則、状況に ㊧十日町・川西線 室　　島 高　　倉
よっては一時 O小白倉・木落線 小　白倉 野　　　口
交通不能にな
る O小白倉・木落線 仁　　　田 木　　　落

e山中・上野線中仙　田 田　　　戸

除
雪
機
械
は

　
　
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
除
雪
作
業
中
の
機
械
に
は
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
死
傷
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

屋
根
雪
分
の
排
雪
経
費

　
一
部
負
担
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

＊
事
業
は
除
雪
協
力
会
が
実
施

　
自
主
的
な
住
民
組
織
で
あ
る
川
西

町
道
路
除
雪
協
力
会
が
実
施
す
る
。

』

＊
費
用
負
担
を
願
う
路
線

　
六
十
年
度
は
、
国
、
県
、
町
道
の

消
雪
パ
イ
プ
敷
設
路
線
だ
け
を
対
象

と
す
る
。

＊
費
用
負
担
の
方
法

　
冬
期
の
交
通
確
保
の
た
め
、
道
路

上
の
雪
に
つ
い
て
は
県
と
町
と
が
積

極
的
に
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
個
人
の
屋
根
雪
が
道
路

上
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
、
交
通
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
こ
れ
を
ダ
ン
プ
排
雪
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
通
を
円
滑
に
す
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
（
住

民
）
に
負
担
を
願
う
こ
と
と
し
、
そ

の
負
担
割
合
は
ダ
ン
プ
排
雪
費
用
の

四
〇
％
と
す
る
。



除　　雪 区　　間 1 1路　線　名
起　点 終　点

委託業者

山野田下平線 県　　　　道 永井コンクリート
第2種除雪道路（璃鞭繁魏糀麓場合に）

山野田原栄町線
中島町栄町線

山野田下平線
山野田下平線

相崎貞雄宅
朝　　日　　町

北野工務店

路　線　名
除　　雪 区　　間

委託業者
起　点 終　点

山野田原栄町線
山野田西浦線
山野田大谷堤線

平野　　稔宅
くりや商店脇

北村直次宅

高橋寅義宅
北村直次宅
幹　　　　線

茂野建材
中島町栄町線
山野田原栄町2号線

朝日町町内
国鉄ストアー 国鉄駐車場

北野工務店

四　郎　兼　線 新保クリーニング 山野田大谷堤線
中島町栄町線 県　　　　道 柳沢商店

山野田木島線
栄町上新井沖立線

発電所通り
栄　　　　町

小　　嶋　　屋

千手神　社

中島町山野田原線
山野田原栄町2号線

中島町栄町線

宮本昌幸宅
山野田原栄町線

相崎武宅
茂野建材

水口沢沖立中屋敷線

田中　藤沢線
田　中藤沢線

坂　　新　　宅

孫六　商店
国道404号線

高嘉商店前
水　　源　　地

室島水源地

東　善　寺　線

裏町学校線
川　　端　　宅

富野屋宅
東　　善　　寺

庄九郎宅
寺尾千手城跡線 しろがね床屋 幹　　　　線 寺尾千手城跡線 幹　　　　線 長福寺入口橋

中屋敷長福寺線 高嘉商店脇 幹　　　　線 伊友西浦線 高原田伊友小根岸線 浄　　正　　院

木　島坪山　線

木島伊友線
木　島住宅
扇　　屋　　宅

幹　　　　線

羽鳥徳二宅
高原田東浦線
高原田西浦1号線

佐渡屋商店
県　　　　道

柳和夫宅
高原田西浦2号線 吉楽土建

高原田伊友小根岸線

北原伊友線
当葉材木店
土地改良事務所

観　　音　　様

川　西高校
吉楽土建

高原田西浦2号線

上野向山線
佐渡屋商店
県　　　　道

旧山ノ根線
上野鶴吉線

伊友西浦線 星名仁作宅 高原田伊友小根岸線 上野北原線 県　　　　　道 松　　乃　　井

高原田元町線 当葉材木店 幹　　　　線 古屋敷北原線 小八屋脇 星名忠夫宅
東山新町新田線 十　日　町境 井川製材所
赤谷　西浦線
赤谷東浦線

登坂ハル宅
田村幸栄宅

公　　民　　館

青山　商店
裏町　沖立線
元町部落内1号線

ひらき屋宅脇
元町部落内1号線全線

堂　　の　　前
星名建設

室島神社線 国道404号線 相　　国　　寺

室島東浦1号線 全　　　　線 室島東浦2号一部
坪山部落内線 高橋弘蔵宅 坪山部落内線環状全線

小脇高倉線 県　　　　道 高倉環状線 坪山ため池線 高橋建材 高橋弘蔵宅
高倉環状線 県　　　　道 小脇高倉線 坪山霜条線 坪山ため池線 霜条公民館 高橋建材

高原田伊友小根岸線

三領部落内線
国道252号線
三領部落内全線

焼土工場
環　　状　　線

福田石材
霜条鶴吉1号線
霜条坪山南原線

霜条北原線

霜条公民館
坪山霜条線
霜条公民館

清　　竜　　寺

幹　　　　線

総合体育館

工 業

沖立学校線
元町新町新田線
上野下平新田元町線

元町中子環状線

元公民　館
国道252号線
幹　　　　線
国道252号線

木島学校線
押木重太郎宅
長　　安　　寺

なかまの家

星名建設
上野東浦1号線
上野西浦2号線
上野西浦3号線

国道252号線

山喜屋豆腐店

農協本所前

下平新田堤
五十刈　宅
国道252号線 工

魚沼重機
　　業

上野西浦1号線上野西浦2号線上野下平新田元町線

坪山ため池線
高原田元町線

坪山　三方
幹　　　　線

高橋建材
元　　　　　町

高橋建材
工　　業 元町新町新田線 神　　社　　前 新町墓地

新町新田寺ケ崎1号線 公民館前 新町新田環状線 井川建設
上野下平新田元町線 やまに宅脇 下平新田経由幹線

魚沼重機
新町新田岩瀬線 県　　　　　道 川　西　ダ　ム

下平新田環状線
下平新田中沢線

下平新田部落内全

下平新田環状線三 下水処理場
工　　業

木落部落内1号線
木落部落内2号線

木落部落内全線

木落部落内全線

新町新田環状線 新町新田部落内全線 井川建設 木落部落内3号線

仁田塩辛線
木落部落内全線
熊の堂入口三差路 羽鳥建設

木落環状線 木落部落内全線 塩辛寺ケ崎線 渡辺工務店
塩辛公民館
塩　　　　辛

仁田大原1号線木村重機 大和伸管所 羽鳥建設 木落原田　線 山崎武治宅裏 下　　原　　堤

仁田五升苗線 仁田駐在所 ハ　リ　マ　ヤ

野　口　西浦線 大久保靖孝宅 村越勝宅木落原　田線 下　　原　　堤 取安神　社 野口　環状線 須藤亮助宅 堂　　の　　前
仁田四十歩1号線

野　口　大原線
野口大原線1号線

原　田　根深線
原田部落内線

県　　　　道
堂　　の　　前

橘郵便局
取安神　社
丸安製材所

橘小学校
諏訪神社
下　　原　　堤

根　　　　深

取安　神社

村越工業
仁田野口線
野口下原2号線
原田下原線
原　　田　北　線

米岡石油
下原三方バス停

下　　原　　堤

原田部落内

橘ライスセンター

公　　民　　館

県道まで全線

部落はずれ

村越工業

中仙田新屋敷線 小林勇二宅 関　川　屋　宅 押木建設
田戸越ケ沢トンネル線 越ケ沢トンネル出口 田　　　　　戸

中仙田東浦1号線 仙田郵便局前 龍巳ドライブイン

小脇環状線 国道404号線 小脇高倉線 中仙田東浦2号線 大坂屋　宅 国道404号線 押木建設

小脇滝沢線 集　　会　　所 斉木真平宅 川西町 田戸部落内線 田戸藤沢線 樋口虎一宅裏

小脇高倉線 国道404号線 小脇環状線 田戸藤沢線 県　　　　道 樋口虎一一宅裏

1”””1”【3】1”””1”””1”1”””””1””””1”1””””1”1””1””””””II”1””””””””II”””1””””””lll””1”””II””lll””1””””ll””広報かわにし／昭和60年12月10日発行”””1””o””1”lll

第1種除雪道路（あ際編轟線）　　　町道除雪計画路線

第2種除雪道路（璃鞭繁魏糀麓場合に）
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、
馨
鶏
鷹
講

蚕　
々
　
鷲
離
櫻

藝
編
と
き
」
の
萎
っ
な
も

遜
蕪
講
螺

嚢
藷
ω
．
一
、
郭

繍
　
難
鯵
、
眼
麟

　
鍵
裂
灘
麹

概
内
・
記
念
　
マ

　
　
　
　
　
係
」

＊
締
め
切
り
昭
和
六
十
一
年
一
月

　
二
十
日
（
必
着
）

＊
入
賞
　
入
選
一
点
（
賞
状
と
盾
を

　
贈
呈
）
　
佳
作
二
点
（
盾
を
贈
呈
）

　
入
選
作
品
は
、
広
報
紙
で
発
表
し

　
た
う
え
、
以
後
各
種
関
係
事
業
に

　
広
く
町
の
テ
ー
マ
と
し
て
採
用

＊
審
査
　
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業

　
実
行
委
員
会
が
実
施

　
　
　
　
　
旺
＋
周
年
を
膜
機
に
さ
＠

　
　
　
　
　
年
金
制
度

老
齢
基
礎
年
金
と
は
…
・

　
改
正
後
の
国
民
年
金
か
ら
支
給
と
な
る
基
礎
年
金
の
種
類
は
、
老

齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
三
種
類
で
す
。

　
今
回
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

1
老
齢
基
礎
年
金
1

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
問
と
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
が
合
わ
せ
て
二
十
五
年

以
上
あ
る
と
き
に
、
六
十
五
歳
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
（
昭
和
五
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

期
間
の
短
縮
が
あ
り
ま
す
）

　
こ
の
二
十
五
年
の
必
要
期
間
に

は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
の

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間
や
任
意

加
入
で
き
る
人
が
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
等
（
カ
ラ
期
間
）
も

含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以

前
の
厚
生
年
金
加
入
期
間
も
こ
れ

以
後
に
公
的
年
金
に
加
入
し
た
場

合
に
は
、
　
「
二
十
五
年
」
の
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
見
る
際
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
〔
年
金
額
〕

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
六

十
万
円
（
月
額
五
万
円
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
年
金
額
は
二
十

　
　
　
　
　
廻
椙
・

　
　
　
　
　
灘
議

　
　
　

ヨ
　
　
　
　
う
　
ヤ

》
“
、
　
｝
）

習
1
．
■

　
　
　
　
　
　
部

老齢基礎年金

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

す
べ
て
保
険
料
を
納
め
た
場
合
で

す
。
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
四

十
年
な
け
れ
ば
、
そ
の
不
足
す
る

期
間
に
応
じ
年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
〔
中
古
同
年
者
の
特
例
〕

　
国
民
年
金
が
発
足
し
た
と
き
に

二
十
歳
以
上
の
人
（
昭
和
十
六
年

四
月
一
日
以
前
の
生
ま
れ
）
は
、

六
十
歳
に
な
る
ま
で
四
十
年
の
加

入
期
問
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
後

六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
（
加
入

可
能
年
数
）
す
べ
て
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
場
合
は
、
四
十
年
加

入
し
て
い
た
人
と
同
じ
扱
い
と
な

り
、
年
金
額
は
六
十
万
円
（
月
額

五
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
　
「
六
十
万
円
」
と
い
う

の
は
昭
和
五
十
九
年
度
価
格
で
す

の
で
、
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
年
金

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

1
六
十
歳
未
満
の

　
　
　
　
　
人
が
対
象
－

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
に
お
い
て
六
十
歳

未
満
の
人
（
大
正
十
五
年
四
月
二

日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
す
で
に
老
齢
年
金
を
受

け
て
い
る
人
や
六
十
歳
以
上
の
人

　
（
大
正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
は
、
現
行
の
制
度

が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
今

ま
で
の
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と

同
じ
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る

　
ヤ～

く
し

　
ノ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
に
よ
り
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
に
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け

る
場
合
を
除
い
て
、
昭
和
六
十
六

年
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

1
任
意
加
入
期
間
も

老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
ー

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
は
国
民
年
金
に
希
望
す

る
人
の
み
任
意
加
入
で
き
る
扱
い

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は

全
員
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

か
ら
、
昭
和
六
十
一
年
以
降
、
六

十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
問
を

除
い
て
、
任
意
加
入
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
ま
で
任
意
加
入
し

た
期
問
は
ど
う
な
る
か
気
に
か
か

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
改
正
で
は
、

任
意
加
入
期
間
は
当
然
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
加
え
ら

れ
、
そ
の
分
だ
け
多
く
の
年
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
在
任
意
加
入

し
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
全
員
加
入

に
な
る
ま
で
そ
の
ま
ま
続
け
て
い

か
れ
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。
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太

田
義
雄
さ
ん

県
知
事
表
彰
を
受
賞

笑顔で話される太田さん

　
太
田
義
雄
さ
ん
（
中
央
町
）
が
、
十
月
二
十

三
日
に
弥
彦
村
で
開
か
れ
た
「
新
潟
県
民
福
祉

大
会
」
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り
障
害
福
祉
の

た
め
に
活
動
さ
れ
、
そ
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

功
績
に
よ
っ
て
、
新
潟
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

61年度の幼稚園児・保育園児

入園申請は20日までに

福祉に

功績
れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん

は
、
川
西
町

合
併
以
前
か

ら
身
体
障
害

者
の
仲
間
の
会
を
作
ら
れ
、
先
頭
に
立
っ
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
の
合
併
と
同
時
に
川
西
町
身

体
障
害
者
互
助
会
が
設
立
さ
れ
、
理
事
に
就
任
、

現
在
も
そ
の
要
職
を
お
務
め
で
す
。

　
ま
た
、
中
魚
沼
郡
身
障
者
団
体
連
合
会
会
長

を
五
十
三
年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
、
そ
し
て
五

十
九
年
か
ら
（
任
期
は
六
十
一
年
三
月
ま
で
）

と
二
期
お
務
め
で
す
。

　
「
会
が
表
彰
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

行
事
な
ど
の
と
き
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多

く
の
方
々
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

こ
れ
が
太
田
さ
ん
の
お
言
葉
で
し
た
。

騰

聾
萎
㎜
雛
鐙
艦
繋
講
蟹
懸
盤
灘
雛
褻
華

難
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献血功労の体育協会へ

　　県知事からの感謝状

　川西幼稚園と各保育園の昭和61年度入園申

請を、次により受け付けます。

◎・申請書提出期限　12月20日

◇募集人員・申請書の提出先　別表のとおり

○保育園入所の要件　児童福祉法によって、

保育所は保護者の労働、または疾病等の事

　由で、家庭において保育に欠ける児童を保

　育する所、と決められています。

○保育園の申請書には、次の書類を添付して

　ください。

　＊父母または祖父母で、勤め人のいる家庭

　は、事業主発行の勤務証明書

　＊父母または祖父母が内職をしている家庭

　は、事業主発行の内職証明書

　＊病人のいる家庭は、医師の診断書

　＊保育所入所調査表

〉注意事項

　●心身の障害などで、団体生活ができない

　人は入れないことがあります。

　●入園希望児が2人以上いるときは、各児

　童ごとに申請してください。

　●家庭状況をお聞きしますので、申請書は

　家族の方がお持ちくださるように。

　●保育園に在園中で引き続き入園を希望す

　る人も申請してください。

園児受け付け案内別表

購
灘

感謝状を手に宮会長

　
川
西
町
体
育
協
会
に
、
　
「
昭
和
六

十
年
度
献
血
功
労
知
事
感
謝
状
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
川
西
町
体
育
協
会
は
、
昭
和
四
十

七
年
の
結
成
以
来
、
運
動
方
針
の
一

つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
掲

げ
、
四
十
九
年
か
ら
は
献
血
の
重
要

性
を
会
員
に
呼
び
か
け
、
　
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
鍛
え
た
健
康
な
我
々
が
率

先
し
て
献
血
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
献
血
運
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
体
育
協
会
の
加
入

者
は
全
町
に
及
ん
で
お
り
、
献
血
思

想
は
会
員
か
ら
家
庭
、
職
場
へ
と
着

実
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
誉
と
な
り
ま

し
た
。

　
感
謝
状
の
贈
呈
式
は
、
十
一
月
六

日
に
県
庁
で
行
わ
れ
、
宮
会
長
と
渡

辺
理
事
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
市
町
村
の
体
育
協
会
の
中

で
、
献
血
功
労
で
感
謝
状
を
受
け
た

の
は
、
川
西
町
体
育
協
会
が
第
一
号

と
の
こ
と
で
す
。

　
宮
会
長
は
、
　
「
こ
れ
か
ら
も
体
育

協
会
の
活
動
方
針
に
献
血
運
動
を
入

れ
て
積
極
的
に
協
力
し
、
今
回
の
受

賞
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

仙
田

橘 上
野

南
原

千
手

幼川 施

〆ノ 1ノ zノ ！ノ

保
玄
目
園

稚
園
西

設
名

就学前児童 5歳児 募
集

人 人 人 人 人 人 人

60 90 80 45 100 65 員

仙 橘 上 千 可し全 入
田 野 手 能年町

者間・
所

地 地 地 地 通た
区
域

区 区 区 区 園だ

各口住 課よ幼 配申

保お民 窓び稚 布請
育よ課 口住園 場書

園び窓 民お 所の

各口住 課よ幼 提申

保お民 窓び稚 出請
育よ課 口住園 場書
園び窓 民お 所の
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　　　　　馨　　嘩確
　　　　　　　　　　　　桑
　　　　　　　　　轟、
　　　　　　曝
　　　　懸環ワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壷
　　　　　　　　　　　　　　　　　糖　　　　　　　　　　　　　　マ
　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　顧　　　　　　券　　　甲
騨曝

　
”
♪
オ
ラ
は
死
ん
じ
ま
つ
た
だ
～
”
と
い
う
歌
が
昔
流
行
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
は
酔
っ
払
い
運
転
を
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
人
の
こ

と
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
歌
で
も
分
か
る
よ
う
に
酔
つ

払
い
運
転
は
、
死
を
背
負
っ
た
運
転
と
い
え
ま
す
。

　
酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酒
気
帯
び
運
転
も
道
路
交
通
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
百
も
承
知
の
は
ず
。

そ
れ
で
も
、
車
を
運
転
し
て
し
ま
う
人
た
ち
の
言
い
訳
は

　
「
あ
ま
り
酔
つ
て
い
な
い
と
思
つ
た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し
か
飲
ん
で

い
な
い
か
ら
」
　
「
自
分
は
酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自
信
の
あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の

機
能
に
間
違
い
な
く
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
体
が
運
転
を
す
る
に
は
適
さ

な
い
状
態
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⇔庭
難
羅
し
て
い
る

　
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無
理
な

追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、
横
か

ら
出
て
く
る
自
動
車
や
歩
行
者
を
見

落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。反

応
が
鈍
く
な
る

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
人
間
の

神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と
同
じ
働
き
を

し
ま
す
。
体
が
疲
れ
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居

眠
り
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
、
動

作
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
前
方
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
そ
れ
に
反
応
し
き
れ
ず
、
追

突
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

摯業毒始の

秦逓擁故防盤運動

運
転
動
作
が

　
　
ぎ
こ
ち
な
く
な
る

響鰹漏窪鷲翻勲鱒糊飼蓬⑧癩・

一無事載謙逡癒議鐵

　　ゆ叢葎・難る難一

居
眠
り
運
転
を

　
　
　
し
や
す
く
な
る

注
意
力
が
散
漫
に
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
が
あ

　
周
囲
に
対
す
る
気
く
ば
り
、
注
意

力
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前

■i運動の垂燕

①飲酒運転鱗追放

　乗懸懸麟鮫叢懇繍

　飲灘蓬鑛乗織懸鱒

　闘鞍鱒繊繊戴馨馨
②踏綴馨故の防鑑

　i必講鑑§翻慧謬・灘饗

　謬灘鋤確認巻

③灘繊繋灘欝縦の薩盤

　騰讐．積欝．撫結縫ぽ

　購1講饗騨顯懸叢
　．蓮慶馨擁灘蜜登蓮転馨

④拳符慧遷欝鰻箪蕪故の隣鐙

　雲遊ぽ蘭転欝乗擦懇鍵犠
　i遊雛籔諜遊纏灘騨

φ
　
誌
、

f
纏

　
ア
ル
コ
ー
ル
で
マ
ヒ
し
た
大
脳
は

運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ギ
ヤ
・
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く

な
り
、
蛇
行
運
転
を
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。
　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
地
域
や
職
場
、
家
族

ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

経
営
者
の
方
は
、
車
を
運
転
す
る
お

客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な
い
と
か
、

万
一
飲
ん
だ
と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
預
か
る
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

oOσ

詫

　通商産業省では、工業統計調

査および石油等消費構造統計調

査を毎年12月31日現在で実施し

ています。

　調査の対象となる製造業を営

む事業所には、年末年始にかけ
て調査員が伺います。

　ご協力をお願いします。

工業統計調査

石油消費構造

　　統計調査に

ご協力を



””1”””II”1””1”””””””O”広報かわにし／昭和60年12月10日発行””””1””1”””

川
西
郷
と

　
　
　
　
　
　
青
年

　
町
村
単
位
の
青
年
団
は
、
中
魚
沼

郡
二
十
二
か
町
村
の
連
合
体
で
あ
る

中
魚
沼
郡
青
年
団
の
傘
下
に
収
ま
っ

て
活
動
し
た
。
昭
和
も
二
十
五
年
を

過
ぎ
る
と
、
講
和
条
約
を
契
機
に
千

手
．
上
野
．
橘
．
仙
田
・
吉
田
・
真

人
の
六
か
町
村
で
川
西
郷
連
合
青
年

団
を
組
織
し
、
体
育
活
動
の
ほ
か
に

一
般
教
養
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
実
績

発
表
、
演
示
、
弁
論
、
討
論
会
な
ど

を
聞
い
て
合
同
の
事
業
を
展
開
し
た
。

　
二
十
六
年
に
は
、
千
手
町
青
年
団

が
婦
人
会
や
発
電
所
の
労
働
組
合
と

千手町青年団の研修会　頑固な親父に
ロール・プレイング（昭和28年清竜寺で）

団
の
消
長

手
を
つ
な
い
で
公
明
選
挙
運
動
を
推

進
し
、
ま
た
、
農
業
改
良
や
教
養
講

座
を
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
で
学
ん

で
隣
接
の
村
々
に
注
目
さ
れ
た
。
こ

の
年
の
町
や
村
は
、
C
I
E
（
連
合

軍
総
司
令
部
民
間
情
報
教
育
局
）
か

ら
貸
与
さ
れ
た
ナ
ト
コ
映
写
機
を
活

用
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
や

家
庭
生
活
を
意
欲
的
に
研
究
し
た
。

　
橘
村
青
年
団
は
家
政
部
を
新
設
し

て
婦
人
の
地
位
向
上
に
実
績
を
あ
げ
、

仙
田
村
で
は
、
青
年
団
の
社
会
部
に

委
嘱
さ
れ
た
保
健
班
が
国
民
健
康
保

険
事
業
の
趣
旨
普
及
や
健
民
運
動
に

貢
献
し
て
い
る
。
新
潟
県
青
年
議
会

議
員
選
挙
（
読
売
新
聞
社
主
催
）
が

あ
っ
て
羽
鳥
欣
一
（
木
落
）
と
高
野

真
利
（
室
島
）
が
当
選
し
、
県
会
議

場
で
民
主
の
県
を
訴
え
て
川
西
青
年

の
意
気
を
示
し
た
。

　
二
十
七
年
に
入
る
と
、
仙
田
村
が

一
月
一
日
か
ら
新
暦
で
正
月
を
迎
え

た
。
太
陽
暦
へ
の
切
り
替
え
は
、
毎

年
話
し
合
い
な
が
ら
も
、
明
治
前
期

に
生
ま
れ
た
人
た
ち
が
不
承
知
で
実

現
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
青
年
団

と
婦
人
会
が
推
進
し
た
こ
の
壮
挙
は
、

村
民
の
意
識
を
生
活
の
近
代
化
へ
大

き
く
変
え
て
い
っ
た
。

　
中
学
校
を
卒
業
し
て
も
上
級
学
校

へ
進
学
で
き
な
い
勤
労
青
少
年
の
た

め
に
、
青
年
団
の
強
い
働
き
か
け
で

上
野
村
公
民
館
が
中
学
校
に
青
年
学

級
を
開
設
し
た
の
は
二
十
八
年
の
夏

で
あ
っ
た
。
七
月
二
十
日
か
ら
十
二

月
中
旬
ま
で
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
の
夜
二
時
間
ず
つ
、
社
会
・
国
語

理
数
・
職
業
家
庭
を
学
ぶ
ほ
か
、
特

欝
纏
…
…
…
機
灘

別
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
入
れ
た
実
の
あ
る
内
容
で
、
村
の

有
識
者
や
教
員
が
講
師
を
務
め
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
町
村
合
併
問
題
が
こ

じ
れ
て
古
来
の
川
西
郷
に
ひ
び
が
入

り
、
六
か
町
村
の
連
合
青
年
団
は
こ

の
余
波
で
自
然
消
滅
し
た
形
と
な
り
、

四
町
村
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
二
十
九
年
以
後
、
川
西
町
が

誕
生
す
る
ま
で
の
三
年
間
は
、
千
手

町
、
上
野
村
、
橘
村
、
仙
田
村
の
四

青
年
団
が
個
々
に
地
域
づ
く
り
の
先

頭
に
立
っ
て
活
躍
し
た
。

　
橘
村
青
年
団
は
、
派
手
に
な
っ
た

婚
礼
の
簡
素
化
を
申
し
合
わ
せ
て
婦

人
会
と
協
定
を
結
び
、
村
当
局
に
次

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
、
貸
衣
裳
を
整
備
す
る
。

　
　
　
　
　
づ
ま

　
一
、
江
戸
褄
を
廃
止
、
衣
服
は
す

べ
て
無
地
紋
付
、
ま
た
は
有
り
合
わ

せ
の
も
の
を
着
用
す
る
。

　
一
、
結
納
は
金
一
封
と
す
る
。

　
一
、
嫁
が
婚
家
へ
持
参
し
た
調
度

品
は
陳
列
し
な
い
。

　
一
、
挙
式
は
昼
間
、
被
露
宴
は
三

時
間
以
内
と
す
る
。

　
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
四
町
村

の
合
併
協
議
は
、
青
年
団
が
世
論
づ

く
り
に
奔
走
し
た
こ
と
で
再
開
し
た
。

川
西
町
が
誕
生
す
る
日
、
橘
村
青
年

団
最
後
の
団
長
で
あ
っ
た
丸
山
一
徳

（
現
川
西
縫
製
社
長
）
は
、
　
「
橘
村

が
川
西
町
に
変
わ
っ
て
も
青
年
団
は

な
く
な
ら
な
い
。
村
の
名
は
残
ら
な

く
て
も
橘
青
年
団
は
不
滅
で
あ
る
」

と
名
言
し
て
い
る
。

　
川
西
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
は
、

川
西
町
の
誕
生
後
ま
も
な
く
結
成
さ

れ
、
六
百
余
名
の
会
員
が
社
会
教
育

や
公
民
館
活
動
を
と
お
し
て
全
町
の

交
流
を
図
り
、
町
民
の
融
和
親
睦
に

尽
く
し
た
。
し
か
し
運
営
は
し
だ
い

に
困
難
と
な
り
、
こ
の
連
合
体
が
変

ぼ
う
す
る
社
会
の
中
で
消
滅
の
道
を

た
ど
っ
た
の
は
四
十
一
年
の
春
で
、

十
年
間
続
い
た
若
い
組
織
の
崩
壊
は
、

地
区
や
集
落
青
年
団
の
解
散
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
こ
の
か
た
、
若
者
の
誇
り
と

　
橘
青
年
学
級
の
芸
能
祭

　
「
野
菊
の
墓
」
を
演
じ
て

栄
光
に
満
ち
て
地
域
の
進
展
に
貢
献

し
、
町
や
村
を
あ
げ
て
支
援
さ
れ
て

き
た
青
年
団
が
な
ぜ
消
え
て
し
ま
っ

た
の
か
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、

所
得
倍
増
計
画
や
高
度
経
済
成
長
の

あ
お
り
で
農
村
の
職
業
が
多
様
化
し

た
こ
と
、
青
年
団
の
原
動
力
で
あ
っ

た
農
家
の
二
、
三
男
が
農
業
を
離
れ

た
こ
と
、
全
日
制
高
校
へ
の
進
学
者

が
、
対
象
と
な
る
団
員
の
過
半
数
を

超
え
て
青
年
団
に
加
入
し
な
く
な
っ

た
こ
と
、
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
小
白
倉
や
沖
立
な
ど
の
集
落
を
除

い
て
、
町
か
ら
青
年
団
の
消
え
た
こ

と
は
さ
み
し
か
っ
た
が
、
こ
の
ご
ろ

は
ま
た
、
昔
と
は
質
や
形
の
違
っ
た

新
し
い
青
年
会
が
生
ま
れ
て
き
つ
つ

あ
る
。
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　あなたの心に刻み込まれたこ

の1年間の出来事は、明るいこ

と、暗いこと、どちらが多かっ

たですか。

　今年は、豪雪、猛暑、長雨の

秋というように、異常気象に見

舞われた年でした。

　天災や大事故も国の内外で起

こりましたが、幸い川西町には

大きな災害はありませんでした。

　火災、交通事故、風邪などに

注意して、夢のある年をお迎え
ください。

町民バスケットボール大会

勝優が所遣分西川坊ド肖、、
ノ

　町民バスケットボール大会が、

今月1日に総合体育館で開かれま
した。

　6チームが出場して熱戦を展開
した結果、消防川西分遣所が優勝

しました。2位はロングホーンで
した。

灘

ロ
ン
グ
ホ
ー
ン
対
ジ
ャ
ル
コ
の
一
戦

百
七
十
三
件
の

建
設
事
業
完
成
を
祝
う

1
合
同
竣
工
式
1

功労者などの表彰式

昭
和
六
十
年
度
の
建
設
事
業
の
完

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

成
を
ま
と
め
て
祝
・
2
省
同
竣
工
式
を
、

先
月
十
九
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
し
た
。

対
象
事
業
は
、
百
七
十
三
件
、
事

業
費
総
額
で
五
億
八
千
四
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
上
野
小
学

校
木
造
校
舎
改
築
工
事
（
六
十
・
六

十
一
年
度
の
継
続
事
業
）
が
あ
り
ま

す
。
本
年
度
分
の
事
業
費
は
一
億
五

千
八
百
万
円
余
で
す
。

式
典
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
の
方
々
、
町
関
係
者
、

鍵
縫
響
論
鰭
灘

ワき

【写真上】柔道協会少年部

の昇給審査が12月1日に総

合体育館でありました。審

査会の後は納会でもちつき

大会を行いました。

【写真下】11月29日に行っ

た仙田保育園のお別れもち

つき大会の様子です。12月

から3月までの間、白倉の

友達とは別々になります。

郡
市
剣
道
大
会

川
西
中
男
子
に
栄
冠

先
月
二
十
四
日
に
総
合
体
育
館
で

郡
市
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
三
百
人
で
し
た
。

　
一
般
中
学
生
男
子
団
体
の
部
で
川

西
中
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
女
子
団
体
戦
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税
に
関
す
る
標
語

　
川
西
中
で

　
　
　
　
　
四
点
が
入
賞

　
国
税
局
で
は
、
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
、
　
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の

標
語
」
を
毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
六
十
年
度
は
、
十
日
町
税
務
署
管

内
か
ら
一
千
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
川
西
中
学
校
か
ら
の
応
募
の
中
で
、

次
の
作
品
が
入
賞
し
て
い
ま
す
。

◇
十
日
町
税
務
署
長
賞

〔
優
秀
〕

税
金
は
　
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ

　
、

田
舎
で
の

思
い
出
は
懐
か
し
く

静
岡
県
由
比
町
田
中

　
た
び
た
び
広
報
か
わ
に
し
を
お
送

り
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
静
岡
に
居
な
が
ら
に
し

て
故
郷
の
話
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
三
十
五
年
前
、
み
か
ん
切
り

の
季
節
工
と
し
て
静
岡
に
働
き
に
来

て
、
縁
あ
っ
て
こ
の
地
で
嫁
を
も
ら

い
、
会
社
に
も
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
会
社
に
三
十
年
間
勤
め
、
去

義
　
一
さ
ん

（
下
原
出
身
）

年
定
年
退
職
を
し
ま
し
た
。
子
供
も

み
ん
な
社
会
人
と
な
り
、
今
は
小
さ

な
畑
で
時
期
の
野
菜
な
ど
を
作
り
、

平
凡
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
供
の
こ
ろ

の
田
舎
で
の
思
い
出
は
懐
か
し
く
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
子
供

の
こ
ろ
は
苦
し
い
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
真
冬
の
吹
雪
の

中
、
前
の
人
の
足
跡
を
一
歩
一
歩
た

ど
り
な
が
ら
、
一
列
に
並
ん
で
や
っ

と
の
思
い
で
小
学
校
へ
通
っ
た
こ
と
、

春
の
田
植
え
時
に
は
学
校
を
早
引
き

し
て
苗
運
び
に
、
ま
た
秋
の
取
り
入

れ
時
に
は
暗
く
な
る
ま
で
稲
し
ょ
い

を
手
伝
わ
さ
れ
ま
し
た
。

1
　
　
一
年
・
相
馬
稔
君

〔
佳
作
〕

築
こ
う
よ
　
明
る
い
未
来
を
税
金

で
　
　
　
二
年
．
柳
未
樹
さ
ん

税
金
は
豊
か
な
未
来
を
つ
く
る
た

め
　
　
　
二
年
・
平
野
正
己
君

税
金
は
義
務
と
権
利
の
橋
渡
し

　
　
　
　
二
年
・
小
林
利
明
君

・
・
　
－
・
9
㍉
・
．
・
a
．
O
・
．
．
D
・
：
の
・
一
．
．
．
兜
．
ぴ
．
9
．
』
・
．
の
．
◎
・

に
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
す
。

　
ま
た
、
農
作
業
に
し
て
も
、
苗
代

作
り
を
始
め
と
し
、
米
の
袋
詰
め
に

至
る
全
工
程
を
機
械
で
済
ま
せ
る
時

代
と
な
り
、
農
業
技
術
が
進
ん
だ
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
便
利
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
裏
に
は
、
ま
た
違
っ
た
面

で
苦
労
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
川
西
町
が
発

展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
L

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
で
も
、
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。
　
一
購
壁

そ
れ
は
川
西
で
一
番
の
大
祭
り
、
七
　
縫
融
．

月
の
十
七
夜
千
手
観
音
様
の
お
祭
り
”
響
．

で
し
た
。
友
達
み
ん
な
連
れ
立
っ
て
甑
鴇

歩
い
て
行
っ
た
も
の
で
す
．
競
馬
見
欝

物
な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
店
屋
ば
か
り
櫛
簿
“

見
て
歩
き
、
少
な
い
小
遣
い
で
自
分
郵
留

の
欲
し
い
物
を
買
う
の
が
何
よ
り
の
瀞
鵬

楽
し
み
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・
り
無

　
現
在
の
川
西
町
は
道
路
が
整
備
さ
峨
謄

れ
、
真
冬
で
も
車
が
通
る
と
か
。
四
ψ
鴇
浮

十
年
近
く
冬
の
故
郷
を
知
ら
な
い
私
蜘
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

’
ガ
：
ゐ

し
．
●
．
．
。

．
じ
・
．
●
．

一
・
・
　
．
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

わ
し
の
　
　
搬

　
　
　
　
自
慢
触

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
、
～
、

ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

蛇
の
目
傘
は

　
　
　
　
乙
な
も
の

栄
町
星
野

二
三
さ
ん

　
「
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
蛇
の

目
傘
に
興
昧
を
持
っ
た
の
は
、
四

年
ほ
ど
前
に
十
日
町
の
た
ば
こ
屋

の
店
先
で
目
に
留
め
て
か
ら
で
す
」

　
自
分
で
も
作
っ
て
み
よ
う
と
一

本
買
い
求
め
、
い
ろ
い
ろ
研
究
を

重
ね
て
い
る
う
ち
に
、
ぺ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
魅
力
に
浸
っ
て
い
か

れ
た
と
の
こ
と
。

　
　
「
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
は
い

ろ
ん
な
作
品
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
蛇
の
目
傘
を
専
門
と
し
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
型
に
当
て

て
、
た
ば
こ
の
空
き
箱
を
一
枚
ず

つ
切
り
、
そ
れ
を
組
む
の
で
す
」

　
傘
一
本
に
つ
い
て
六
十
二
箱
が

必
要
と
な
り
、
材
料
集
め
も
た
い

へ
ん
で
あ
る
。
星
野
さ
ん
が
た
ば

こ
を
吸
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

会
社
や
近
所
の
人
た
ち
は
、
箱
を

た
め
て
い
て
く
れ
る
と
い
う
。

　
「
覚
え
た
て
の
こ
ろ
は
、
夕
飯

を
済
ま
せ
て
か
ら
十
一
時
近
く
ま

で
日
課
の
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」

　
一
本
作
る
の
に
三
時
問
は
か
か

る
と
の
こ
と
。

　
「
細
か
い
仕
事
と
根
気
に
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
と
こ
ろ

は
一
ミ
リ
ず
つ
紙
を
ず
ら
し
て
切

り
、
自
然
に
曲
が
り
を
出
す
こ
と

で
す
。
楽
し
み
は
、
絵
柄
が
ど
ん

な
に
な
っ
て
出
る
か
で
す
。
組
ん

で
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
か
ら
」

　
大
き
さ
は
直
径
十
セ
ン
チ
く
ら

い
の
も
の
が
多
く
、
柄
に
は
焼
き

鳥
用
の
く
し
を
使
っ
て
い
る
。

　
「
八
7
ま
で
に
作
っ
た
百
五
十
本

の
ぽ
と
ん
ど
は
人
に
差
し
上
げ
ま

し
た
」

　
手
元
に
は
十
本
く
ら
い
し
か
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
暇
が
で
き
た
ら
大
き
な
傘
を

包
み
紙
な
ど
で
作
っ
て
み
た
い
で

す
」

　
完
成
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
見
せ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
絵
柄
も
豊
か
な
蛇
の
目
傘
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新潟県史2巻を刊行
　　　一予約募集中一

　新潟県が立県100年の記念事

業として、編さんを進めている

「新潟県史」は、前年度に続い

て、昭和61年3月に2巻が刊行
されます。

　刊行予定の2巻は、通史編の

第1冊目を飾る原始・古代と、

資料編の最後に当たる文化財編

です。2冊とも図版・写真を豊

富に取りそろえた親しみやすい

県史です。

　前年度までに刊行された23巻

もご高評を得て、県内外の方々

に愛読されています。

　この機会に多くの皆さんへご

購読をお勧めします。

◆今回刊行巻の頒布価格

　資料編24　民俗・文化財三文

　化財編　4，700円

　通史編1　原始・古代
　　　　　3，600円（送料は別）

＊既刊の23巻もまだ在庫があり

　ますのでご注文ください。

◆申し込み先

　〒950　新潟市新光町4番地
　1　新潟県総務部県史編さん

　室奮0252（85）5511
◆　申し込み方法

　官製はがきに住所・氏名・購

　入巻名・冊数・公私用別・電

　話番号などを記入してお申し

　込みください。

火災予防に万全を！

　7月29日から11月15日にかけ

て、町内28か所で防火講習会を

実施し、合計1，022人の参加を

いただきました。ご協力ありが

とうございました。

　年末、年始を迎え、慌ただし

い日々が続きます。こういうと

きには「つい、　うっカ・り」とな

りがちです。

　ミ怖いのは　消したつもりと

消えたはず妻

　火の取り扱いには、十分注意

してください。

　万一に備えて、各町内の消防

水利（水槽、消火栓等）の除雪

にご協力ください。

消防設備士試験の案内
①試験期日・場所・種類

＊昭和61年2月14日（金）　新

　潟市　甲種1類

＊昭和61年2月14日（金）　長

　岡市　乙種6類
②受付期間

　昭和61年1月6日（月）～1
　月10日（金）

※受験願書等詳細については、

十日町地域消防署川西分遣所に

問い合わせてください。

⑳⑦㊦、

霞

受け取りましょう

「公給領収証」

公給領収証の完全交付・

　　受領強調月間

60年12月10日～61年1月9日

　料理店などの経営者が、皆さ

んから税金を受け取ったしるし

としてお渡しするのが「公給領

収証」です。

　また、公給領収証は皆さんか

らいただいた税金が、正しく県

に納められたかどうかのあふし

となるたいせつな役割を持って

います。

　公給領収証は必ず受け取りま

しょう。

　料理飲食等消費税は次表のと

おりです。

資料編24の中から

良寛修行地五合庵

　　　　　　　　　　虎一　，1』「，r

店　の　種　類 税　の　計　算
税のかからないとき
　（免税点）

料理店・小料理店 料　金　の　10　％
一

バ　ー・　・　キ　ャ　バ　レ　ー 料　金　の　10　％
一

旅
館
　
・
ホ
テ
ル

宿
泊
し
た
と
き

宿　　　　　　泊
（1泊2食まで）

宿泊に伴う料金から、2，500

円を差し引いた残りの料金
の10％

1人1泊の宿泊に伴う料金
が5，000円以下のとき

宿泊者の追加飲食

夜食・間食等 料　金　の　10　％
1人1泊中の追加飲食・夜
食・間食等の料金が2．500
円以下のとき

宿泊者の昼食 料　金　の　10　％
1人1回の昼食代が2，500
円以下のとき

休憩や飲食などをした
とき 料　金　の　10　％

1人1回の料金がa500円
以下のとき

飲食店　・喫茶店
〔李欝きレストラン。〕 料　金　の　10　％

1人1回の料金が2，500円
以下のとき

仕　出　し　・出　前 料　金　の　10　％
1人分の料金が2，500円以
下のとき

チケ　ッ　ト　食　堂

（嚢輔雛藁翻 料　金　の　10　％
1品の価格が1，000円以下
のとき

※問い合わせは、十日町財務事務所間税係〔智（57）5511内線205〕へ。
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善

塵思

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
田
中
義
一
さ
ん
静
岡
県
・
由
比

町
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に

と
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
中
村
健
一
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
十

万
円

＊
蔵
品
完
三
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二

万
円

＊
星
名
静
子
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
一
二

万
円

＊
川
西
吟
詠
会
（
代
表
・
南
雲
藤
平

　
さ
ん
）
か
ら
二
万
五
千
円

＊
大
久
保
尚
行
さ
ん
（
野
口
）
か
ら

三
万
円

い
ち
ょ
う
の
苗
木
百
本

橘
田
社
長
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
先
月
十
一
日
に
、
川
西
工
業
の
橘

田
武
弘
社
長
が
、
町
へ
い
ち
ょ
う
の

苗
木
百
本
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
町
に
は
「
い
ち
ょ
う
の
里
」

の
構
想
が
あ
り
、
こ
の
ご
厚
意
に
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
苗
木
は
、
坪

山
の
裏
山
か
ら
モ
ト
ク
ロ
ス
場
に
至

る
林
道
に
さ
っ
そ
く
植
え
ま
し
た
。

・
小
島
利
幸
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
せ
い

ら
、
テ
ゴ
、
タ
ヌ
キ
の
剥
製
、
石

仏
（
多
聞
天
）

・
丸
山
茂
吉
さ
ん
（
根
深
）
か
ら
、

糸
ま
き
枠
、
石
し
ょ
い
か
ご
、
ボ

　
テ
カ
ゴ
、
ワ
ラ
ス
グ
リ
、
ト
ン
ボ
、

ヤ
キ
ゴ
テ
、
小
切
り
マ
ン
グ
ワ
、

桑
く
れ
台
、
魚
箱
、
手
文
庫
、
ッ

ヅ
ラ
、
社
、
蓄
音
機
ボ
テ
、
ワ

　
ラ
グ
ツ
、
ほ
か
多
数

・
登
坂
キ
セ
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
、

　
お

苧
一
束

・
星
名
米
太
郎
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
、

自
在
カ
ギ
、
競
馬
用
具
一
式
（
手

綱
、
ム
チ
、
ア
ブ
ミ
、
拍
車
㍉
長

　
　
　
　
　
く
ヨ
り

靴
敷
布
、
鞍
、
ほ
か
）

・
諏
訪
ヨ
、
、
、
さ
ん
（
原
田
）
か
ら
、

人
力
車
夫
の
衣
類
（
サ
シ
コ
、
シ

ル
シ
バ
ン
テ
ン
、
ほ
か
）
紙
風
船
、

針
子
メ
ガ
ネ
、
自
在
カ
ギ

・
滋
野
章
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
、
コ

タ
ツ
ヤ
グ
ラ
、
桑
く
れ
台
、
ド
バ

タ
タ
キ
、
耕
う
ん
機
、
ほ
か
多
数

・
広
田
久
平
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
、

俵
編
み
機
、
鉄
瓶

・
村
山
米
一
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

ラ
ン
プ
、
ア
ン
カ
、
マ
ン
グ
ワ
の

　
歯

．
平
野
良
二
さ
ん
（
中
島
町
）
か
ら
、

　
オ
ロ
シ
金
、
長
火
鉢
、
レ
ン
タ
ン

作
り
の
型
、
石
フ
ル
イ
、
ほ
か
多

数・
富
井
勇
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
け

鉢
、
ア
ン
カ
、
大
正
舜
ス
手
桶
、

縄
文
土
器
、
石
器
、
竜
土
口
、
ほ

か
多
数

・
清
水
七
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

。9’。1。。”o，1。量。。，・II。”魯1。lll髄。1。ll。loOIll。1。。川llll81“’1。911011511。1。，16’llIlol川1川II川亀川1‘”1。豊，1書1”陰嚇・91011髄馳1。19。川II瞳ll8川ll”。，1川1川II川191。olII6。51，。1。llo。。90111。川Olll｛ll。。。川ll。8。1川lll881

上野小の髄貯鉢　1』さ偽
　　信越郵政局長賞ll悌
　　　　　　　　　　　　趣ぽ
　　　　　　　　　　　　￥、　

、

　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　

包
み
紙
…
布
（
反
物
）
用

・
川
崎
定
則
さ
ん
（
越
ケ
沢
）
か
ら
、

火
ダ
ナ
、
ヤ
レ
ギ
、
自
在
カ
ギ
、

モ
ッ
コ
…
馬
用

・
田
中
英
雄
さ
ん
（
山
野
田
）
か
ら
、

ぜ
ん
わ
ん

膳
椀
多
数
、
ワ
ラ
ス
グ
リ
、
タ
モ
、

の
ぞ
き
箱
、
網
（
魚
捕
り
用
）
、

タ
バ
コ
入
れ
、
油
サ
シ
、
火
鉢
、

ほ
か
多
数

　藁覇が蟻あ灘華懸繋

歳i恭潅輩1鰭あ糖蓮動縷

　　　　　　　ぎ協力を

　塗義懸巻多《の毒撚闘蕎騨灘

韮籍蓬迎鑑蔭鰹葛講箏、お奪羅

の鳶幸懸鳶塗お欝薫あ総欝ぽ騨

瀞が謙童瀞嬢

．
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「
み
な
さ
ん
は
お
た
が
い
に
協
力

し
て
こ
ど
も
郵
便
局
を
り
っ
ぱ
に
運

営
し
良
い
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
…
…
」

上
野
小
学
校
へ
信
越
郵
政
局
長
か
ら

の
賞
状
（
十
月
三
十
一
日
付
）
が
上

野
郵
便
局
を
通
し
て
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
「
学
童
貯
金
」
へ
の
積
極
的
な賞状を囲みrボクたちもがんばっています！」

　
上
野
づ
学
校
で
は
、
昭
和
二
十
三

年
九
月
に
「
学
児
貯
金
」
を
設
立
し

た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
三
十
七
年
も

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
貯
金
は
、
六
年
の
修
学
旅
行
の
時

の
費
用
や
、
中
学
校
へ
の
入
学
の
準

備
、
自
転
車
の
購
入
な
ど
に
多
く
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
上
野
小
学
校
の
』
孟
里
貯
金
」
は
、

過
去
に
も
貯
金
局
長
賞
や
信
越
郵
政

局
長
賞
を
数
回
受
賞
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
｝

　
上
野
小
学
校
の
児
童
は
全
員
（
百
｝

四
十
七
人
）
が
貯
金
通
帳
を
持
っ
て
｝

い
ま
す
。
毎
月
一
日
を
集
金
日
（
多
㌦

少
前
後
す
る
こ
と
も
あ
る
）
と
し
て
嶋

一
か
月
間
た
め
て
い
た
お
金
を
持
ち
｛

寄
り
ま
す
。
　
露
孟
里
貯
金
」
の
第
一
｛

の
目
的
は
小
遣
い
の
節
約
に
あ
り
ま
一

す
。
児
童
は
こ
の
こ
と
を
わ
き
ま
え
紳

て
貯
金
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。
　
　
一

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

…
一
り
．
．
幡
輔
9
．
＝
一
一
．
．
一
．
一
…
．
一
二
繭
口
…
哺
構
｝
．
．
．
…
．
『
層
．
”
一
9
＝
一
．
一
．
一
．
…
麟
．
一
曹
串
臼
儒
…
聯
一
二
．
．
…
軸
噂
響
一
曹
一
三
聯
一
一
．
．
｛
嚇
．
．
｛
．
』
三
一
モ
ニ
｛
二
；
｛
＝
．
一
｛
三
｛
一
三
一
一
…
…
｛
一
幽
・
｛
．
噛
．
一
｛
騨
、
．
．
．
．
｛
．
．
．
．
一
三
一
．
一
～
一
｝
。
一
一
㌔
．
．
一
｛
．
．
．
。
一
三
…
。
…
｝
一
一
一
。
…
｛
…
一
。
一
一
｝
も
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E
●
E
E
レ

疲
労
回
復

　
　
ス
ト
レ
ス
解
消

　
精
神
的
疲
労
を
回
復
し
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
に
は
、
気
分
転

換
が
必
要
で
す
。
余
暇
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
気
分

転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
平
素
と
も
す
れ
ば
抑
え
ら
れ
が

ち
の
自
分
の
ほ
ん
と
う
の
気
持
ち

を
伸
び
伸
び
と
発
散
さ
せ
、
疲
労

の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
再
び

明
日
か
ら
の
仕
事
に
立
ち
向
か
う

清
新
な
気
力
の
充
実
を
図
る
、
こ

れ
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

嚇　　　　　騒　　　鰯螺

積
極
的
な
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
を
！

　
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の

ゴ
ロ
寝
も
良
い
で
し
ょ
う

が
、
そ
の
後
で
な
お
さ
ら

疲
れ
る
と
い
う
経
験
を
お

持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
受
け
身

の
も
の
よ
り
、
も
っ
と
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ッ
、
登
山
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
あ
る
い
は

日
曜
大
工
に
精
を
出
し
た

り
、
音
楽
を
聴
い
た
り
な

ど
、
余
暇
を
自
分
の
仕
事

以
外
の
こ
と
、
何
も
か
も

忘
れ
て
打
ち
込
め
る
こ
と

に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
に
体
操
を
！

　
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
冬
に
備

え
て
、
毎
日
の
生
活
の
中
に
疲
れ

取
り
体
操
を
組
み
入
れ
ま
し
ょ
う
。

度
重
な
る
雪
下
ろ
し
で
腰
痛
や
筋

肉
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
方
は
、
夜
お

ふ
ろ
上
が
り
に
行
う
と
効
果
的
で

す
。
体
操
で
関
節
を
柔
ら
か
く
し
、

縮
ん
だ
筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
疲
れ
た

ま
ま
に
し
て
お
く
と
翌
日
ま
で
痛

み
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
体
を
使
っ
た
後
は
、
睡
眠
時
間

を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
十
二

時
前
に
寝
た
一
時
間
は
、
そ
れ
以

後
の
二
時
間
に
も
匹
敵
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
積
極
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
疲
れ
取
り
体
操
、
十
分
な
睡
眠

で
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
く
ふ

う
を
し
ま
し
ょ
う
。

笛
暑
葛
骸
骸
葛
葛
裳
葛
犠

戸
籍
の
窓
か
ら

曝
犠
骸
骸
接
葛
葛
骸
犠
骸
葛
骸
葛

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小
嶋
　
ミ
ヨ

星
名
安
信

藏
品
　
タ
マ

滋
野
キ
イ

大
久
保
ミ
子

野野霜沖新
　　　　町
口口条立新
　　　　田

九八七七六
〇五七二四

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高
橋

佐平
1藤野

や
す
こ

恭
子
　
恭
平
長
女
　
田
中
町

し
ょ
う
ご

正
悟
　
政
則
　
二
男
　
山
野
田

き
ょ
う
す
け

恭
介
　
浩
長
男
寺
尾

清
水

上
村

ゆ
ず
る

弓
弦
雅
春
長
男
寺
ケ
崎

た
い
へ
い

太
平
　
　
治
長
男
上
野

南
雲
す
み
れ
　
敏
夫
　
二
女
　
中
屋
敷

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

霧
壁
離
軸

総
醸
三
鞠

（
懸
鵜
由
擁

（
器
難
瀦
鞠

総
郷
軸

．
．
．
鴫
竃
・

　
5
蓉
　
　
　
　
．
’
・
‘
。
’
●
渦
　
　
　
（
・

小
わ
に
レ

　
　
　
俳
壇

　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

鳶
色
に
け
む
り
て
山
毛
棒
の
冬
木
立

残
照
に
影
長
く
ひ
き
冬
木
道

雪
三
度
消
パ
イ
工
事
ま
だ
終
え
ず

降
る
雪
に
工
事
の
人
の
み
な
無
口

石
庭
と
い
う
静
け
さ
に
雪
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

行
秋
や
出
稼
送
る
村
境

鶏
頭
の
燃
え
崩
れ
た
る
時
雨
か
な

％
軸
．
。
’
』

伊
友

伊
友
か
ら

中
仙
田

高
柳
町
か
ら

岩
瀬

岩
瀬
か
ら

上
野

亀
田
町
か
ら

中
屋
敷

十
日
町
市
か
ら

続
き
た
る
小
春
日
和
の
主
婦
忙
し

行
人
の
背
の
み
な
丸
く
冬
め
け
る

咲
き
初
め
し
山
茶
花
囲
い
秋
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

渡
り
道
あ
る
ら
し
き
峰
渡
る
鳥

広
が
り
て
峰
を
越
え
け
り
渡
り
鳥

大
根
と
並
べ
干
菜
も
吊
し
け
り

一
握
り
落
穂
を
吊
し
稲
架
の
縄

鶏
頭
に
鶏
遊
ば
せ
て
豆
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

畳
屋
に
ど
っ
と
着
き
た
る
今
年
藁

一
撃
の
揺
さ
ぶ
り
わ
た
り
雪
起
し

霧
晴
れ
て
ゆ
く
夕
虹
の
色
濃
ゆ
く

欝蟻鞭鰯漁融脚ゐ鞘
σ～．も　　　　　　　　　　 ？3

：踵11月の交通事故発生件数詳
　りじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　り　

？◎～　　　　　　　　　　　輔　？“．

縫　　　　累計講轄件　数1（ω17（ll）鰭
環傷　者1（o）25（1④糖
顎死　者0（o）0（1）羅
茎2酒よい0（o）　3（o）写ま

舞酉気おび0（2）21⑫磯

客う　　（）内は前年比較　　ぎ燕

鍍　　　　　　＿＿．辞轄鴛轄蛮x交x受殺描・変尋・変赫ご曇：

心
配
ご
と
相
談

●
1
2
月
1
8
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
i

●
1
2
月
2
5
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
1
月
8
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
1
月
1
4
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

や
わ
ら
か
き
日
に
華
や
ぎ
て
銀
杏
散

る　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

句
碑
を
見
て
湯
宿
に
着
け
ば
時
雨
け
り

軒
下
に
掛
菜
吊
し
て
過
疎
の
村

最
終
の
ゴ
ン
ド
ラ
霧
に
吸
わ
れ
た
り

伊
勢
詣
り
相
談
き
ま
る
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

着
ぶ
く
れ
て
ラ
ッ
シ
ュ
の
バ
ス
に
乗
り

込
み
し

傘
立
て
し
菊
に
再
び
時
雨
き
し

　
　
　
　
　
　
仙
田
　
　
失
名

折
り
立
ち
て
我
身
ほ
と
り
の
秋
深
し

行
く
秋
の
山
村
早
き
冬
仕
度


